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薪 カリキュラム と教育学部のこれか ら

鈴 木 将 史

重.は じ め に

昨年9月 に申央教育棟が完成 し,創 価大学にまた新たな教育研究の拠点が整備 され

た。建物が巨大であるだけでなく,2階 にはラーニング ・コモ ンズ 「SPACejと いう

新 しいスタイルの学びの場 もオープンして,学 生たちに大いに利用 されている。中央

教育棟はその規模,設 備,デ ザインなど様々な面において,か つて例を見ないほどの

建物であ り,本 学の教育研究の一層の推進が期待 される。

一方私たち教育学部では,中 央教育棟は利用 しない ものの,20i4年 の春か ら教育学

部棟周辺のリニューアルが始 まり,2015年 度には音楽や美術,理 科実験なども統合 し

た全 く新 しいエ リアとして生 まれ変わる予定であ盗,

これ らはいわゆるハー ド面での整備だが,建 物の更新に合わせるかのように,2014

年度より大半の学部で新 しいカリキュラムがスター トする。いわばソフ トの刷新であ

る。このようなハー ド・ソフ ト両面にわたる大 きな改革期に当た り,本 稿では,教 育

学部の新 しいカリキュラムが 目指す狙いについて解説するとともに,今 後の教育学部

における教育研究の方向性 について,全 体的にまとめておこうと思う。

本稿の内容は多岐にわたるが,大 きく分ければ,① 新カリキュラム,② グローバル

教育,③ キャリア形成,④ 今後の教育学部,と いったことになるであろう。それでは

まず,大 学教育の背骨 とも書える新 カリキュラムについて見ていきたい。

裁.教 育学科の新カリキュラム

(⇔3つ のコースを新設～学科の性格 を明確化

教育学 部における新 カリキュラムの基 本 コンセプ トは,「学科 の性格 を明確 にす

る」,そ して 「根幹を太 く,全 体をス リムにする」である。新 カリキュラムといえど

も旧カリか ら引き続いて実施されるため,あ る程度はこれまでのカリキュラムの影響

を受けざるを得ない。そのため必ず しも満足のい く形で基本コンセプ トが具現化 され

ていない部分 もあるか もしれないが,全 体的にはそうした方向を目指 して設計 されて
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いる。

教育学科では従来,教 育挙と心理学に関する科目に加え,社 会教育主等課程や学芸

員課程の諸科 目,さ らに社会科教員免許に関する科 目が開設されるという,モ ザ イク

のような様相を呈 していた。さらに,多 くの学生が小学校や幼灘囹の教員免許取得を

目指 して初笠教胃の教職課程も履修 しているため,卒 業 までに大呈の単位を取得する

ものの,学 部專門科Hの 割合は小 さいという現象が見 られていた。 またその一一方で,

教職課程を目指 さないな生にとっては,専 門科 目が少ないため他学部の援震や必要の

ない教職課叡の授 業を受けることにより単位を揃えるといった状況があった。そのた

め,と もすると 「教育学科の特徴が見えにくい」との声が聞こえたのも事夷である。

それに対 して新 カリキュラムが 目指すのは,「 学科の専門科 目できちん と学修できる

こと」である。そのため教育学科に教育学コース,心 理学コ～ス,国 際教育コースと

いう3つ のコースを設定 し,そ れぞれのコースに一連の流れをもつ専門科 目を用意 し

た。以下に示す図が,各 コースの專門科Bで ある。

聾 彬樋 》 単位 蓄掴 脚 多時期 轍 鴫麺 一ス》 単位 種珊 時期

教百学概論 王 2 必修 /1鴨 期 教 育}量学 2 選必 2イ}禰 期

教育学概論 ∬ 2 必修 1年 後期 教育社会学 2 選必 2年 後期

心理学概、命1 2 必修 王 棚 期 教}訪 法 学 3 選必 3年 鳶有期

心理'概 論 嚢 2 必修 !ギ 後期 学響1理論 3 選必 3年 後期

教職概論 2 選必 1年 後期 教ポ ド舗 2 選択 3年 後期

教ね学二研究法 2 選必 2イ獅 鉱期 教育史A 2 選択 !イザ演期

学校鱗究 2睡 必 2年1毒 期 教育史β 2選 択 !ギ 後期

カ リキ ュ ラ ム論 2選 択 2年 前期

教ず∫行財政学 2 滋択 2・罫後期

教育学特講A 2 選択 3年 繭期

教鶉}鯨 講 猛 2 選択 3拷 欄

教肩 ゴ:特講c2 選択 3鉛 甫期

《心灘響嬢 一 ス》 単位 種騨 腹修時期 綱 際教育 箒 ～ス》 単位 種別 履修騒期

教育心理学1 3 選必 2B∫ 糊 i鵬 漏発糖 論 2 選必 2.弗 瑚

発達心理'誇{ 3 選必 2年 後期 i海外か ら見たB本 の教育 2 選必 2年 後期

臨床心理}綴 3 選必 3年 葡期 比 較 ・1珊姦教 鶉3・A 2 選必 3年 蔚期

教育カウンセ リング2 選必 3年 後期 比 較 ・麟際 教 で」ヂB 2 選必 3年 後期

教育心理'壌2 選択 2年 後期 /月際教育特、論A 2 選択 2年 祷期

発達心理'1壌
12

選択 3年 前期 田鼠教宥特論B 2 選択 2年 後期

鳥轟 心理学li 2 選択 3年 後期 Soclologyof聡dし!Ca毛1◎1達 2 選択 2年 後期

心 理'二特構A 2 選択 3年 前期 聡dt燃IOI搬1欝$yc熱ology 2 選択 2年 後期

心 理 学 塒,、齢 2 選択 3弔 後期 海外教育事情A 3 選択 /年 後期

心理学辱藩C 2 選択 3年 後期 海外教育事指獄 3 選択 !年 後期

海外教育研修 3 選択 玉年後期

一4一



創価大学教育学論集 第65号:鈴 木

学生は 「学科共通科 臼」のほか,所 属コースの授業を規定単位以上履修することが

求められる。 もちろんどれか 一・つのコースの科 目だけで卒業単位を満たすことはで き

ないので,あ る程度横断的に履修することになるが,教 職課程を履修する学生は,

らの所属するコースの科 目と教職科 口を履修すればよく,教 職課程 を取 らない学生

は,専 門科 目を横断的に多く履修すればよい。 このようにして 「教育学科」そのもの

の学修内容を充実 させるとともに,「学科の性格を明確 に」 しているのである。

(2)3単 位科 目～基幹科 騒を強化

さて,も う少 し授業内容を見てみよう。カリキュラムを見ると,「教育方法学」「学

習理論」「教育心理学1」 「発達心理学 肩 「臨床心理学1」 といった科 口の単位が3単

位 になっているのに気づ くだろう。これは,通 常の講義の時間以外に,い わゆる 「活

動の時闘」を用意 し,学 生たちにグループワークや討論などのアクティビティをもう

叢コマ行ってもらおうというのが趣旨である。

これ らは教育学科の基幹をなす重要な科 目であり,そ れ らを3単 位科 鋒1にすること

により,学 生たちが主体的に授業に参加 して,よ り高い学修成果を得 られるようにと

の工夫である。カリキュラム全体としてはスリムにしなが らも,こ うした基幹科 目に

は セ分な学修時間を割いて もらいたい。それが冒頭に書いた 「根幹を太く,全 体をス

リムにする」ということの意味である。

(3)心 理学 コースの段階履修～科目間のシークエンスを明示

「心理学 コース」には様々な種類の心理学の科 口が紐まれていて,こ れらの問には

段階的なつなが りがある。そのため,1年 次に包括的科 目である 「心理学概論 レ 則

を履修 したのち,2年 次以降 「教育心理学 〕 → 「発達心理学 肩 一・「臨床心筆璽学U

の順に履修することになっている。これらは前の段階の科 目の単位履修 を前提 として

いるため,一 定の知識 を前提 として,無 駄な く講義内容を組み立てることがで きる。

逆に言えば,単 位を落 とすことは即 ち次の科 ド1を履修できないことを示すため,学 生

の側 も心 して授業を受けなければならないというわけである,、

ついでに欝うと,心 理学は実験 を行い統計的に処理するという数理的な側面も持っ

ているので,そ のために 「教育学研究法」 という科Elを 設定 している。ここでは教育

学及び心理学の質的 ・量的調査に対応する数学的 ・統計学的な理論と方法 を身につけ

られるようになっている、,

このように,教 育学 ・心理学 とも科月閲のつなが りを意識 した科目構成になってい

るのも新カリキュラムの特徴である。

なお,国 際教育コースの授業内容については,の ちに 「グローバル人材育成」の と

ころで詳 しく述べることにする,、
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(4)「 学校研究」～インターンシップを深化

本学教育学部の大きな特色として,教 職課程履修者が教育実習へ行 く前に学校現場

を体験できる 「学校 インターンシップ」がある、,本学では2001年 から全国に先駆 けて

「学校 インターンシップ」を授業科 臼に取 り入れ,大 学の周辺地域にある小学校の授

業に学生を受け入れていただいて きた。これは各学校へ学生が趨かけて行って職場体

験を行うとい う試みであり,今 や多 くの大学が取 り入れているものであるが,従 来は

ともすると,学 校現場で実際に学生たちが行っている活動内容についての吟味が行わ

れないままになって しまう嫌いがあった。つま り,素 晴 らしい場は提供されているの

だが,そ こに至る準備と終了後の反省がなされないため,教 育的効果が{^分 に発揮 さ

れていないのではないか という懸念があったのである。

このことに対応す るため,新 カリキュラムでは 「学校研究」という新 しい科 目を置

き,「学校 インターンシップ」等で実際の教育現場 に触れる前の準備 としている。こ

の授業では実際に学校現場で起 きている様々な事例 を紹介 し,そ の分析法や対処法に

ついて学習 ・討論を行うことにしている。こうした準備があれば,実 際の学校で体験

した出来事について客観的な分析や考察 を加えるとともに,適 切な対処がで きるもの

と思われる。

このように,科 闇間の有機的なつなが りを意識して組まれているのも新カリキュラ

ムの特色の一つである。

(5)地 域に開 くボランティア ・インターンシップ

上 記 「学 校 インター ンシップ」 の 別 バー ジMン として,新 カリキュラムでは

「ミュージアム ・エデュケーション」 という授業を新設 している。

これは本学に隣接する 「東京富士美術館」 を舞台 としたインター ンシップの取 り組

みを授業化 したものである。具体的には,近 隣の小学校か ら児童たちを美術館に呼ん

で見学してもらい,そ こで担任教師のお手伝いをしながら作晶について説明 したりし

て,児 童たちと触れ合 うというものである。

もちろん学芸員ではないので専門的な解説を行 うことはできないが,「美術館 を学

校にして行うインター ンシップ」 と言える。なお,こ の授業に参加するための前提 と

して,図 工科の教科内容科9「 表現 と鑑賞」の履修が義務付けられてお り,美 術的な

学問背景を持った上での活動 となっている。また,「教育 とボランティア」 という授

業で,美 術館 におけるボランティア活動 を体験 し,「 ミュージアム ・エデュケーシ繍

ン」の前段階の活動とすることもできる。

なお当然であるが,上 の(4)と(5)は,児 童教育学科にも岡様 に開設 されてい

る。
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3.児 童教育学科の新カワキュラム

(1)教 育学 ・心理学科園のスリム化

児童教育学科のカリキュラムには初等教育の教職課程の授業内容が多 く含まれてお

り,学 生 も大部分が小学校もしくは幼稚園の教員を口指すことから,実 質上教員養成

を主口的とする学科 となっている。児童教育学科においても 「学科の性格を明確にす

る」方針で新 カリキュラムが組まれているが,こ のような児童教育学科の実態を踏 ま

えれば,こ のことは取 りも直さず 「教員養成力を最大限に強化する」ことと言って差

し支えない。

その上で,教 員養成のための基礎的学問 として従来数多 く履修 させていた教育学 ・

心理学の科 目についてはかな り削減 し,ス リム化している。例えば 「教育心理学」に

ついてはtこ れまで教育学科 と同じ内容を 「教育心理学1・gjと いう2科 口4単 位

で履修 していたのを,新 たなカリキュラムでは 「教育心理学」 董科 目2単 位に圧縮 し

た。これに対 して教育学科では,す でに述べたように5単 位へ と拡大されている。

(2)「 教科内容科 目」の充実～得意科 目づ くり

それとは逆に強化 を図ったのが 「教科内容科 目」である。

小学校の教員養成科 目には,各 教科の教育法について学ぶ 「教科教育科 目」 と,各

教科の学問的背景について扱 う 「教科内容科 目」がある。免許法 ヒは,「教科教育科

目」は 「教職に関す る科 目」 という区分で,国 語,社 会,算 数 理科,生 活,音 楽,

図画工作r家 庭及び体育の9教 科についてすべて履修することと定められているが,

一方 「教科内容科 懲」は 「教科に関する科 削 という区分で,小 学校教員免許取得の

ためには 「1教 科以上8単 位以上」 とされているのみである。

それに対 して本学ではこれまで,「 教科内容科 目」について も全教科1科 獲1以上の

履修を義務付けてきた。それは重要な見識ではあったが,一 方で全教科 にわたること

から.学 生はどうしても各教科2単 位程度を 「広 く浅 く」履修することとなる。その

ため各教科についての学問的知識という面ではどうして も不十分にならざるを得ず,

教員になってか らも,教 員養成大学を卒業した教員に比べ 「得意 と言える專門教科が

ない」 といった声につながっていた。

次ページに示すのが新カリキュラムにおける 「教科内容科 目」である。

表中の数字は単位数を表す。 また,こ の表におけるA群 ～G群 が,そ れぞれ国語,

社会,算 数,理 科,音 楽,図 工,体 育に相 当する。なお この他に,「生活科学」「家庭

科学」 という2科 目を開講する。

学生はまずこの7つ の群すべてからそれぞれ2単 位以Lを 履修する。その上で,さ

らにA・B群 の文系科目もしくはC・D群 の理系科 目のいずれかか ら6単 位 と,恥F・
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教
科
A
群

教
科
B
群

教
科
C
群

教
科
D
群

日本語論 2

子供と文学 2

文学を読む 2

2

社会科概説 2

地理学概説 2

歴史学概論 2

政治経済学概論 2

数の概念 2

図形 2i
2

確率と統計 2

エネルギー科学基礎 2

生物の世界 2

地球の生態系 2

理科実習 2

環境科学 2

教
科
E
群

教
科
F
群

教
科
G
群

音楽入門 三

音楽概論 2

音楽実技表現 !

ピ ア ノ入 門 王

リ ト ミッ ク ま

音楽 基礎演 習(ピ ア ノ) 1

音楽演習 !

美術の基本 2

立体表現基礎 2

平面表現基礎 2

表現と鑑賞2

体育概論2

自然体験 美

体 つ くり運 動 ま

器械 ・陸上 運動 1

表現運動 2

ボ ー ル ゲ ー ム !{

G群 から4単 位を履修 しなければならない。

このような単位の取 り方により,特 定の教科に関する授業をある程度集中 して履修

させ ることができ,「得意科 目」を作れるようになっているのが児童教育学科の新 カ

リキュラムにおける大 きな特徴である。この ように,児 童教育学科でも 「根幹を太 く,

全体 をスリムにする」 という思想を反映させている。

(3)新 課程設置への動 き

教育現場では,多 くの通常学校において特別支援学級が設遣されるようにな り,ま

た普通学級で様々な障害を持つ児童 ・生徒を受け入れる 「インクルーシブ教育」 も進

展 しつつある、,このように 「特別支援教育」は特別支援学校だけのものではな くなっ

て きている。本学の卒業生についても,特 別支援学級の担当となる教員が数多いと聞

く。そうした状況を受けて,通 常の教員免許に加 え,特 別支援学校教諭免許をも取得

したいとの希望が大 きくなってきている。

一方 ,す でに全国の多 くの教 員養成系大学 ・学部が 「特別支援学校教諭養成課程」

を設遣 して,そ うした状況に対応 してきてお り,本 学としてもで きるだけ早 く課程認

定を行いたい。新カリキュラムではそのための動 きとして,新 たに特別支援教育のた

めの科 目をい くつか開設 している。

一口に 「特別支援教育」と吾っても,そ の対象は 「知的障害創 「肢体不 自由者」「病

弱者罫視覚 ・聴覚障害者」「学習 ・言語 ・情緒等の様々な障害者」など多岐にわたる。

その中で新カリキュラムでは,ま ず全体的な話題 を提供する 「特別支援教育概論」,
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次いで 「知的障害教育」「LD等教育総論」「知的障害者の心理」といった科 目を設置 し,

将来的に課程認定がなされた時のための準備 としている。

一方,幼 児教育にも新たな流れが押 し寄せてきている。「認定こども園」をは じぬ

「幼保一体」の流れが進む中で,幼 稚園教員を志望す る場合にも保育士資格が必要で

あり,逆 に保育士を志望する者にも幼稚園教員免許が必要とされるという状況がすで

に前提 となっている。そうした状況に呼応 して,現 在多 くの教員養成系大学 ・学部で

は,幼 児教育において 「幼稚園教員免許」 と 「保育士資格」の両方を岡時に取得でき

るようにしているが,本 学ではまだ 「幼稚園教員免許」 しか取得できず,「 保育士資

格」については外部取得を余儀な くされている。

しか し上記のような状況には一刻 も早 く対応 しなければならないので,「保育士資

格」に対応する課程を近い将来申請 したいと考えている。

羅.グ 鷲 一 バ ル 人 材 の 育 成

(3>PEGASUSプ ログラム

ご存 じのように,2el.2年 度から5年 計画で文部科学省の ドグローバル入材育成推進

事業」が実施され,本 学 もタイプB(特 色型)に 採択された。この事業に応募するに

当た り,本 学 は最終年度の2016年 度 までに,① 海外 修学経験 者 を!,000名 以上t②

TOEiC730点(iBT80点)以 上の外国語力を持つ学生 を480名 以上 とする数値 口標 を掲

げた。 これは教育学部にその ままあてはめれば,① 留学経験者を毎年約100名 以 ヒ,

②TOEIC730点 以上の学生を約50名 以上育成することに相当する。

これまでは教育学部 と言えば,日 本の学校の教員になることを目指す学生が多いこ

ともあ り,英 語学習や留学の推進 という方向には消極的であった嫌いがある。 しかし

学内で現在最 も多 くの英語教員を輩出 しているのは教育学部であ り,ま たそもそ も教

育 という営為は日本国内のみにとどまるものではないということを考えれば,も っと

早いうちに外国語教育にカを入れるべ きであったとも言えよう。

教育学部は,教 育者であった牧口常三郎先生の 「人間教育」の精神に基づき,ま た

創価大学の建学の精神に則 り,「創価教育」 を学部教育の理念 に据えて,広 く教育全

体に携 わる入材を養成することを基本方針 としている。今や 「創価教育」の概念は世

界に広まり,実 践校 もその数を増 しつつある。そうした中で,教 育について英語で語

り,世 界に 「創価教育」を発信する人材の育成が必要であることは論を待 たない。そ

のため教育学科に 「国際教育 コース」を設概 して,「 国際開発教育論」「海外か ら見た

日本の教育」「比較 ・国際教育学」 といった授業により,国 際開発教育支援や海外で

の教育活動などに有用な知識 を持つ人材 を養成することにしている。

また,小 学校にも英語教育が導入 され,小 学校教員が英語 を教えることが普通に要

求されるようになることが予想される。また,教 育学科では中学校英語教員の免許が
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取 得 で き るが,今 後 の 需 要 を考 え れ ば,よ り一層 英 語 教 員 の 育 成 に カ を入 れ る べ きで

あ る 、,その た め に も,教 育 学 部 で 英 語 教 育 に力 を注 ぐこ とは 必 然 の要 求 で もあ る。

こ の よ う な 問 題 意 識 に 基 づ き,文 部 科 学 省 の 方 針 に も合 わせ た 形 で ス ター トさせ

る,教 育 学 部 の 新 た な グur・一一一バ ル 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム を 「齪GASUS(Progranafbr

Edt毫catlo蘭蕪aGlobaiAgeforsokaUniversitySt"dents)」 と 名 付 け る。 そ れ は 具 体 的 に

は以 下 の よ う な 様 々 な取 り組 み の総 称 で あ る。

(2)英 語 で 行 う授 業 科 目

新 カ リ キ ュ ラム で は,「 グ ロー バ ル 入材 育 成 推 進 事 業 」 採 択 が 決 ま る 前 か ら,教 育

学 科 に 「国際 教 育 コー ス」 を作 る な ど,教 育 を国 際 的 に と らえ る こ と を視 野 に入 れ て

きた が,同 事 業 が 始 ま っ て 各 学 部 と も英 語 で行 わ れ る授 業 を一 定 数 実 施 す る と い う方

針 が 轟 され た こ と も あ り,教 育 学 部 で も以 下 の よ う な授 業 を 開 講 す る こ とに した。

・i年 次:「Ac麟emlcSkillsI・Hj=英 語 に よる 「基 礎 演 習 」

・2年 次:「 英 語 特 講A・B」 ・=小学 校 で の英 語 授 業 イ ン ター ン シ ッ プ

「英 語 特 講C」 ・:留学 生 と 共 に 学 ぶIH.ISP科 目

「Sociologyoi:EckicatiOn」 瓢英 語 で 学 ぶ教 育 社 会学

「IIIduckctiolta}Psychology」:英 語 で学 ぶ 教 育 心 理 学

・3年 次:「 環 境 教 育 論 」:従 来 あ る科 慰だ が ,新 カ リ で は 英 語 で 授 業 を行 う

「国 際 教 育 学 特 論A・Bj・ ・国際 教 育 に 関す る トピ ッ クス

これ ら の科 目は 英 語 に よ り講 義 され,学 生 も英 語 で 発 書 ・討 論 を行 う こ とが 前 提 と

な っ て い る。 そ の た め受 講 す る た め に は あ る 程 度 の英 語 力 を基 準 と して 設 定 せ ざ る を

得 な い。 本 学 にお け る 「グ ロ ー バ ル 人 材 」 の 定 義 の 中 に 英 語 力 と して 「TOEIC730点

も し くは そ れ と同 等 以 上 」 と い うの が あ る の で そ れ を 目安 と して,上 記1年 次 科 目は

TOEIC400点 以 ヒ,2年 次 科kiは500点 以 上,そ して3年 次 科 目 は600点 以 上 を 条 件 と

して 課 す こ とに して い る 。

(3)海 外短期研修 ・ボランティア

外国語を学習する上で,実 際にそれを使 う経験をすることは不可欠である、,教育学

部でもグローバル人材育成推進教育の…環 として,2014年 の春休みか ら学部としては

初めての海外短期研修プログラムを開始 した。初年度はアメリカ西海岸 とフィリピ

ン ・セブ島へ,合 計約50名 の学生がそれぞれ3週 聞の研修に参加 した。

ただ し,教 育学部が主催する研修であるため,単 なる語学研修 にとどまらず,教 育

学的な内容を含めた研修 として企画されているのが特徴である。

・アメリカ西海岸研修:カ リフォルニア州立大学フラ トン校にて,2月 下旬か ら3月

中 旬 にかけての3遡 問 の 研 修 を行 う。英 語 の トレーニ ングのほか,「Edしication

Abroad」 と題 して,目 米共通の教育学的課題 について,派 遺先大学の教授の講義を受
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け,大 学院生 らとの討論に参加するとともに,プ レゼンテーシ翼ンを行 う。新 カリ

キュラムにおいては,「海外教育研修」 として3単 位 を認定する。

・フィリピン ・セブ島研修:数 多 くの学校が開設されて近年英語学習の…大拠点とし

て注 目されているセブ島にあるUV校(ピ サヤ大学英語アカデ ミー)に て,3週 間の

英語の特訓を行 う。訓練の成果 として,外 国語講師としてのあ り方に関するインタ

ビューを行い,教 育学的見地か らレポー トをまとめることを課題としている。新カリ

キュラムにおいては,「海外教育事情A」 として3単 位 を認定する。

これらのほか,近 年盛んになってきた海外の学校等における教育的ボランテ ィア活

動に参加する学生 も多い。 こうした活動に対 しても,内 容の報 告を条件に,「 海外教

育事情BJと して3単 位を認定する。

(4)海 外教員招聰 ・教員派遣

グローバル人材育成推進の一環として,海 外か ら教育学関連の学問領域 を専門とす

る教員を招聰 し,1セ メス ター程度の英語 による講義 を受けることにより,英 語 を

使って学問研鐙を行 う機会を提供する試みが,2014年 度か ら始 まる。

また一 方,将 来的に学部において英語 を使った講義 を担当す る能力を育成するた

め,本 学の教員を海外に派遣 して訓練を受ける教員派遣 も同時にスター トする。

ここまで述べてきたように,教 育学部生に世界へ と擁を向ける機会を数多 く提供

し,海 外の教育現場でも活躍できる人材を育成するとともに,国 内の学校で教員をす

る者であっても,常 にグローバルな視点 を持ち,英 語教育にも対応できるようにして

いきたい。

5.教 育学部生のキャリアパス

(⇔ 教員採用実績の推移

「13年連続教員採用試験合格者200名 以上」「卒業生の1割 が教員」 という藷葉に見

られるように,本 学が積み重ねてきた教員採用試験実績には目覚ましいものがある。

実際,児 童教育学科はもちろん,教 育学科で も入学者の大半が,思 いの強さに差 こそ

あれ,初 めは教員になることを目指 している。

それでは過去の教員採用試験合格者数の推移を見てみよう。次ページに掲げるの

は,最 近10年 問の創価大学卒業生における教員採用試験合格者数の推移である(年 号

は赴任年度)。
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この表 を見ると,「13年 連続200名 突破」には通教生の果たす役割が大きいことがわ

かる。通教生の教育には様々な苦労が伴 うが,こ の結果を見ると,や はり大事に しな

ければならないと思う、,

また,今 年度は大変厳 しい結果 とな り,現 役生の合格者が近年にないほど落ち込ん

で しまった。卒業生や通教生のおかげで何 とか200名 は確保 したが,「 大苦戦」であっ

た と書える。現役生が落ち込んだのは本学だけの現象ではなく,東 京都の教員採用試

験では,他 の大学 も一様にかなり現役合格者数を減 らしたとのことである。全国的に

は,様 々な統計によれば,今 後数年は教員採用数が高い状態が続 くものの,/0年 後 ぐ

らいからはかな りの減少が見込まれるようである、,

さて,教 育学部生はどうだろうか?上 にも触れたが,今 年度の現役合格者は教育学

科が7名,児 童教育学科が28名 で,教 育学部全体では35名 であった,,採 用試験の受験

者数UO名 に対する合格率は32%程 度であり,例 年が6割 程度であったことを考える

と,半 減 と言っていい レベルである。教育学部の4年 生が200名 以上いることを思え

ば,35名 はかな りの少数派である。 もちろんこのあと講師として教員になる学生 もい

るであろうし,東 京都の場合は期限付 き教員 として教壇に立つ者 も出てくるだろう。

また卒業してからの合格者 も数多いので,最 終的にはかな りの数が教員になることが

期待 される。 しか し,そ もそも教員採用試験 を受けなかった学生 も半数程度いること

か ら,今 年度の卒業生の半数前後は教員以外の道に進むことになると思われる。

したがって,全 体的な状況は以下のようにまとめることができるであろう。

・本学の教員採用実績は優れてお り,今 後 も高い水準を維持する努力が必要である

・しかし様々な状況の中で,教 員への道はやや狭 くなってきている

・教育学部生の4～5割 は,教 員以外の職業に就 くことになる

(2)進 路の多様化への対応

教育学部 というとどうしても教員を目指す ことにこだわ りがちであるが,上 に述べ

た ように,採 用試験の状況が好調な年も含め,卒 業生のかなりの部分は教職以外の道

に進んでいる、,このような状況を踏まえれば,教 育学部生であっても進路をできるだ

け幅広 く考える方がよいことは明らかである。
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これ までは,教 員採用試験の結果が出たあと,急 に就職活動をするというパ ターン

の学生が多 く見られたが,キ ャリアセ ンターの話では,「教育学部の学生は入学時の

偏差値 も比較的高 く,適 切 な準備 さえすれば,か なりよい企業に就職できるポテン

シャルを持っている。しか し4年 生の後半になってから就職活動を始めたのでは,さ

すがにすでに大手企業の採用は終わってお り,十 分な成果を上げることはで きない」

とのことである、、「教員志望」という状態 に固執す ることなく,自 分の適性 をよく見

極めた上でキャリアを考え,早 めに始動することが,多 くの教育学部生にとって大切

になって くることは閲違いない。

2012年 度か ら本学では1年 生の全員に対 して 「就業力テス ト」 を受ける機会が無料

で提供 されている。このテス トに対 しては賛否両論があるが,自 らの適性を把握する

ための一つの材料 として用いれば,そ れなりの意味は持っているものと思われる。

この 「就業カテス ト」 も含め,各 学年の適切な時期にアンケー ト調査や鯛入面談を

行うことにより,各 学生に適 した進路 を,適 切な時期に選ぶことができるように して

いきたい。「教員」以外にも,「教育行政関係公務員」「心理カウンセラー」等,広 く 「教

育に関連する職業」はかなりの幅を持って存在 している。漠然と 「教員志望」 を掲げ

て入学 してきた学生 に,関 連する職業の幅広 さを伝 えて多 くの選択肢 を知 らせたの

ち,適 切な時期に自らの進路を選ばせる機会を与えることが必要である。そのような

機会を経てこそ,「 教員志望」 も積極的 とな り.採 用試験 にもよい影響が出るものと

期待 される。

$.教 育学部のこれから

(1)多 様性 と未来

教育学部の実績は,「採用試験合格者数jと いう1次 元的な尺度で語 られることが

多いが,そ れは一一つの現実的な尺度にはなり得て も,も ちろんすべてではない。学校

教育を取 り巻 く事情は大変な多様性を見せてお り,ど の側面を取っても,立 ち癒まっ

ていてはす ぐに後れを取って しまう。そのような,「 今後の創価大学教育学部を考え

る上で常 に持っていなければならない視点」について.思 いつ くまま列挙 してみたい。

入問はともすると単純でわか りやすい方向にばか り目を向けて,複 雑で分か りに くい

ものは見て見ぬふ りをしがちである。 しか し多様性 に満ちた複雑な様相 を示す状況の

申にあっては,や は り多 くの視点を持って対処 していかなければ生 き残 っていけない

し,ま たそうであってこそ逆にチャンスも見出されるというものではないか と思 う。

(2)建 学の精神 と 「創価教育」の拠点

創価大学は7年 に一一度の認証評価 を捲指 して,2013年 度に自己評価e点 検活動を行

い,外 部評価 を実施 した。その際,教 育学部を担当して下さった宇都宮大学教育学部
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の渡邊弘教授から,興 味深いご意見が寄せ られた。

本学の建学の精神が学生たちに広 く認知され,教 育学部でもその精神に基づいて

「入問教育」を実践 している点に触れ,「慶癒大学のような伝統ある大学で も,『福澤

諭吉が慶慮義塾 を創設した理念』について,現 在も学生たちに広 く認識されているか

と讐われると疑問である。創価大学が今後 も建学の精神に基づいた教育を行っていけ

るように,精 神 をどのように継承 してい くか考えてほしい」とのご指摘であった。大

変重要な視点であ り,現 在の状況を決して 「当た り前」 と思ってはいけないというこ

とであろう。

創価大学教育学部は前述 したように,牧 口先生が創始 された 「創価教育」を淵源 と

してお り,今 後 も ド創価教育」の本拠地であ り発信源であ り,ま た実践者であ り続け

なければならない。そのためには,「創価教育」の理念について理論的究明を進めつ

つ実践 を深めてい く必要があろう。現状では,「創価教育」については実践が先行 し,

理論についてはまだ様々な見方が混在 しているという印象がある。教育学部が先駆す

る形で理論の整備を進め,世 界に発信する拠点として機能していくことを目指 したい。

(3)学 校教育の変容への対応

現在学校教育の現場では,様 々な次元における変化が進行中である。相変わらず続

くいじめや体罰,保 護者 との対応,ま た細か く多岐にわたる障害を持つ児童 ・生徒の

受け入れ,心 に問題 を抱える児童 ・生徒への対応など,教 育を受ける側の状況 も,簡

単に解 決で きない大 きな問題 を抱 えつつ,日 々変 化 している。特 にい じめ問題が

U醐 などと結び付いて,よ り複雑な状況を呈するなど,イ ンターネ ット技術 も絡ん

で,H々 新 しい問題が生 じている感 さえある。

しかし…方で,デ ジタル技術が普及 し,電 子黒板や タブレッ トが学校教育の場でも

当た り前になり,ま た小学校にも英語教育の波が押 し寄せることが確実であるなど,

教える棚にも対応 しなければならない大 きな変化が起きつつある。

これに対 して教員養成に携わる側 も,教 師を 「高度専門職業入」 として位置づけ,

教職大学院を中心 とした教員養成の修士 レベル化を図るなど対応を進めつつあるが,

まだまだ現状に十分に対応できているとは喬えない。また,教 員養成大学は平成18年

7月 のいわゆる 「あ り方懇」答申にも見られるように,「講義内容 ・カリキュラムが

学校現場に即 していない」「担当する大学教員に学校現場での経験が不十分」 といっ

た指摘を受けて きた。

創価大学教育学部は,幸 いにも情熱あふれる真面 目な学生たちに支えられ,こ れま

で多 くの実績 を残 してくることができたが,内 実を真摯に反省するならば,ま だまだ

上記の批判にこたえられる状況には至っていない どころか,む しろ立ち遅れている部

分が多いと感 じる。何事 も追い込まれてから行うのでは受け身になり,効 果も不十分

にな りがちである。様々な変化を敏感にとらえ,積 極的に手を打つことにより機先を

一14一



創緬大学教育学論集 第65号:鈴 木

制するぐらいでないといけないと感 じる。

そのためにも,教 育学部岡辺がリニューアルされるこの機会を最大限に活用 し,①

教室へのデジタル機器の導入により,教 育現場の実状 に呼応 した新 しい教授法の実践

研究を進める,② 本学の語学教育の豊富な資源を活用し,小 学校 における英語教育に

本格的に対応できる人材を数多く養成するとともに,申 学校英語教員の養成にも一・層

の力を入れる,③ 臨床心理士資格 灘一一スを活用 して,複 雑化する学校現場の要求にこ

たえ られるカウンセリングカを持つ教員を養成する,な ど,よ り一層学校現場に即 し

た教育活動 を行える教育学部にならなければならない。

さらに言えば,ICT技 術の進展や世界の急速 なグローバル化 を背景とした社会環境

の劇的な変化 により,従 来の伝統的な科 円区分では対応で きないような知識や能力が

要求される場 面が増えてきている。学校教育を効用からのみ判断 し,不 要なものを排

除するという思考法には反対だが,こ れからの時代 を生きるために本当に必要な知識

を学ぶ機会を提供せず,た だ伝統的な学問を十年 …臓 のごとく教えていればよいとい

うのは,学 校教育の傲慢であり,怠 慢であろう。そういった 「従来の枠組みにとらわ

れない学校教育の方向性」 といったものすらも,教 育学部では自由に考えてよいので

はないかと思う,,

(4)学 問的 レベルを意識 した学部教育改革

最後に見逃 してはいけない視点を書いてお きたい。これまでにも述べたように,教

員養成教育においては,教 師としての実践力を養成することが強 く求められている。

その 「実践力」には様々なカが含まれると思 うが,中 でも 「子どもの声 を聞き,よ く

理解する力耳 子 どもに対 して正 しく伝える力」が必要であることは問違いない。

しかしなが ら,そ れでは 「相手をよく理解するテクニックを鍛え,自 分の考えを伝

える手法に通暁する」ことができればそれで よいかというと,そ れは大きな誤 りであ

ろう。 これは教科教育法の授業などにも言えることだが,伝 えるべ き内容の深い理解

を伴わない 「伝達法」などというものは存在 しない。また,受 け取 る側が前向きでな

い場合には,あ らゆる 「伝達術」 も徒労に帰 して しまう。つまり,大 学教育であれ,

小中高の学校現場であれ,効 果的な教育が行われるための前提 として,「 その内容を

話 し手が本当に大切だと思 っていること」がなければならない。

平成24年8月 の中教審答申には 「学び続ける教員像の確立」 として 「教職生活の全

体を通 じた一体的な改革,新 たな学びを支える教員の養成と,学 び続ける教員を支援

する仕組みの構 築」がうたわれている。つまり教員とは,「生涯学び続ける存在」で

なければならず,「 自らが本当に面白い と信 じることを伝 えたいと思 う,や むにやま

れぬ心」こそが,子 どもたちの心に響 くのではないだろうか。だとすればなおのこと,

そのような教員 を養成 したいと思 う大学教員もまた,「学 び続ける存在」でなければ

ならない。H々 新 しい学問的課題に情熱を傾けて挑戦 し,そ の喜びを学生たちに注 ぐ
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大学教員こそ 「学び続ける」姿勢を見せ る教員であ り,そ の学問的情熱は,必 ず学生

たちを通 して世の子 どもたちにも伝わっていくと思 う。「授業構成力」や 「児童理解

力」などは,そ の情熱の上に立って初めて意味を持つものである。

創価大学教育学部が,そ うした学問的情熱にあふれた教員で構成され,そ のもとで,

自らが真に大切であると信 じる内容を子 どもたちに伝えたいと望む教員が,陸 続 と輩

出されゆ くことを切 に願いたい。
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